










































































































E 日 4 (3.8) 





経験月数(平均)については、 l年生が2.0ヶ月、 2年生が3.8ヶ月なのに対して、 3年生は 17.2となって












































学年 経験 筆記 なぞり
全 有 27.8 33.6 
全 盤 27.3 33.3 
l 30.4 33.8 
2 28. 1 33.6 
3 24.2 32. 1 
I 有 29.5 31. 5 
l 無 30. 7 34.5 
2 有 29.8 34.8 
2 無 26.5 32.5 
3 有 25.6 33.6 
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「ま」については、 1 • 2画目の対応する!FJJf'乍と、 3画自の結びを含む画の重刷午とに着目できる。
「ま」の2画自の繍画は、毛筆で書くと l画目を受けるような動きになる。己の動作は、上下反転したような
形状を、同様司〉劫きで書いていると推測される。下の段の2f~J (J a If. 3a3f)は、字形を見ると上下に対制的
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